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1.緒 言
キシリトールは五単糖のD-キシロースの末端の
アルデヒド基が還元された形の糖アルコールで，く
だものや野菜に広く存在しているだけでなく，私た
ちの体内でも通常の代謝産物として生産されている。
キシリトールは糖アルコールの中で最も甘味が強く，
砂糖とほぼ同じ甘味をもつとともに，低う性であ
るため広く菓子類に使われてきた。さらに近年キシ
リトールには，肌の保水性を向上させる効果が認め
られるという報告（1,2）が出されている。そこで，
実際にキシリトールを含んだスキンクリームを作成
し，肌の保水性の向上効果がみられるかを検討した。
2.方 法
2－1 試料
キシリトール（特級:和光純薬工業株式会社製）の
50％ 水溶液を，キシリトール濃度が 2.0％ になる
ように，スキンケアクリーム（『ニベアクリーム』:ニ
ベア花王株式会社製）（成分:水，ミネラルオイル，ワセ
リン，グリセリン，水添ポリイソブテン，シクロメチコ
ン，マイクロクリスタリンワックス，ラノリンアルコー
ル，パラフィン，スクワラン，ホホバ油，オレイン酸デ
シル，オクチルドデカノール，ジステアリン酸Al，ステ
アリン酸Mg，硫酸Mg，クエン酸，安息香酸Na，香料）
に加え混捏した。
対照として蒸留水を2.0％加え混捏したスキンケ
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Xylitolisanaturalyoccurringcarbohydrate.Itisfoundinfruitandvegetables,andis,
infact,alsomanufacturedinourbodiesduringnormalmetabolism.Ontheonehand,xylitol
iswidelyrecognizedasacavityfighter.Ontheotherhand,studies（1,2）indicatethatxylitol
canincreasedermalhydrationduetoitshighmoistureaffinity.
A right-and-leftcomparison study wasperformed.Skin-carecream including/ornot
includinga2％ xylitolwasappliedtothearmsof3patientsfor3weeks.Thehydration
assessmentoftheskinsurfacewasrecordedbytheCorneometer beforeandafter1week,2
weeks,and3weeksoftherapy.
Theskinconductances（aparameterindicatingthestateofhydrationoftheskinsurface）
ofsitestreatedwithxylitolcream werecomparedwiththeconductancebeforeapplicationand
atplacebosites.Skintreatedwiththecream including2％ xylitolindicatedahigherstateof
hydrationintwoofthreepatients.
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アクリームを調製した。
（予備実験としてキシリトール濃度が2.0％になるように
加え混捏したスキンケアクリームと，キシリトール濃度
が5.0％になるように加え混捏したスキンケアクリーム
を調製して被験者の肌における保水効果を測定したとこ
ろ，キシリトール濃度2.0％のスキンケアクリームでは
被験者全員に保水効果がみられたのに対し，キシリトー
ル濃度5.0％のスキンケアクリームでは対照のスキンケ
アクリームより保水効果が低い被験者が1名いたため，
本実験はキシリトール濃度2.0％のスキンケアクリーム
でおこなうことにした。）
2－2 被験者
被験者A,B,Cは，ともに21歳の女子大学生で
あった。
2－3 測定機器
肌の水分量の測定には Corneometer CM825
（ドイツCourage＋Khazaka社製）を使用した（3）。こ
の装置が直接測定しているのは肌の誘電率であり，
得られる数値は肌の水分量を反映した相対値（無名
数）である。
2－4 測定方法
2010年8月6日から8月27日までの3週間，毎
日入浴後に右腕の肘下5cmの内側部分に真珠1粒
大のキシリトール入りスキンクリームを塗布した。
左腕の肘下5cmの内側部分には真珠1粒大の対照
のスキンクリームを塗布した。8月6日（クリーム
塗布開始前），13日（塗布開始1週間目），20日（塗布
開始2週間目），27日（塗布開始3週間目）に左右の
クリーム塗布部位の水分量の測定をおこなった。
測定の際は，両腕の肘下を市販の洗顔フォームを
良く泡立てて洗浄し，流水で十分洗い流し，水滴を
拭い取り，エアコンディッショナーで22℃に設定
した部屋で30分間安静を保った後，それぞれの部
位の水分量を測定した。計測は各々3回おこない，
平均値を測定値とした。
3.結 果
3名の被験者の測定結果をグラフに示した（図
1～3）。
今回の実験では，キシリトールの保水効果が現れ
たと思われる被験者とそうでない被験者とに分かれ
た。被験者A（図1）では，キシリトール入りクリ
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図2 被験者Bの肌の水分量
図3 被験者Cの肌の水分量
図1 被験者Aの肌の水分量
ームを塗布した肌（以下「試験肌」と略記）の水分量
は，塗布開始前は対照クリームを塗布した肌（以下
「対照肌」と略記）に比べやや低かったが，塗布実験
を開始すると1週間後から水分量が上昇し，2週間
目，3週間目の水分量も常に対照肌に比べ高い値を
維持した。
被験者B（図2）では，塗布開始1週間目までは
試験肌の水分量が，対照肌に比べ高かったが，2週
間目以降は対照肌の水分量の方が高いという結果に
なった。両者とも，クリーム塗布開始前に比べ，3
週間の塗布により全体的には水分量が上昇する傾向
がみられたが，試験肌の水分量が一時的に下降した
結果，3週間目には再び上昇に転じたものの対照肌
に比べ低い値となった。
被験者C（図3）では，3週間の間，常に試験肌
の水分量が対照肌に比べ高い値を示したが，その差
は塗布開始前からあった差とほぼ変わらず，キシリ
トールによる保水効果は認められなかった。
4.考 察
被験者Aではキシリトールの保水効果が現れて
いると推測された。
被験者Bでは，2週間目に試験肌の水分量が下が
ったが，被験者の生活パターンの中で，右腕と左腕
の受ける紫外線などの影響が無意識の中で異なった
ことによるのではないかとも推測された。同被験者
は，他の2名と比較しても，もともと肌の水分量が
低めであることから，外部からの影響を受けやすく
肌の水分をうまく保持できない体質とも考えられた。
被験者Cでは，キシリトールの保水効果は認め
られなかったが，試験肌対照肌共に，塗布開始前
に比べ3週間の塗布により肌水分量が上昇していた。
キシリトールが入っていない対照クリームにも当然
スキンケア効果があるため，キシリトールの添加効
果が顕著に現れるまでには至らなかったのではない
かと考えられた。
今回の実験では被験者によりやや異なる結果が得
られたが，これは被験者による肌の性質の違い，も
ともとの水分量の違いをはじめとする肌状態の違い，
3週間のクリーム塗布期間中の生活パターンの違い
など，様々な要因が作用し合うことにより明確なか
たちでキシリトールの添加効果が現れなかったこと
が推察される。また，今回の被験者は若く，特に乾
燥肌で悩んでいるというわけではない健康な肌の持
ち主であったためにキシリトールの保水効果が顕著
に現れにくかったとも考えられた。
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